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食品健康機能

－機能性表示食品の開発と分析法の標準化－

成果の特徴
• りんご由来プロシアニジンを短時間でHPLC分析できる簡易法を開発しました。
• 室間再現性などを確認し、JAS試験法として制定されました。

成果の内容
従来HPLC法では、分析に75分程度かかっていたが、20分に短縮した簡易分析法を確立し、リン
ゴの機能性表示食品などの品質管理に活用することが可能となった。

成果の活用
・リンゴの機能性表示食品の品質管理として活用できます。
・リンゴの生鮮食品やジュースなどの加工食品の機能性表示食品

で実用化されました。

りんご由来プロシアニジンの簡易分析法

庄司 俊彦
食品研究部門 食品健康機能研究領域
健康・感覚機能グループ

参考
Shoji et al., Foods, 10(2) 274, (2021).
特許第6508741号「プロシアニジン類の分析方法及び分析システム」

従来法

0 10 20 30 40 50 60

300

200

100

0

400

保持時間（分）

カテ
キ
ン
類

プ
ロシ
ア
ニ
ジ
ン
２
量
体

３
量
体

４
量
体

５
量
体

６
量
体

７
量
体

８
量
体

[mV]

600

400

200

0

1000

800

カテ
キ
ン
類

リン
ゴ
由
来
プ
ロシ
ア
ニ
ジ
ン

10 20
保持時間（分）

[mV]

迅速法

プライムアップル！ふじ
（届出番号：Ｃ３８５）※ 「経営体強化プロジェクト」による研究成果です。
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